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１．はじめに 

筆者らは、放射性廃棄物処分における天然バリア機能の修復、改良を目的とした長期耐久性を有するグラウト

材料としてのエタノールベントナイトスラリーの適用性評価検討を実施してきた。1),2),3)ベントナイトグラウトを

用いる場合、ポストグラウト工法により微小亀裂まで改良できることが望ましいことから、本検討では微粒ベン

トナイト材料に着目し、その適用性に関するフィージビリティスタディを実施した。 

２．材料、溶媒の選定 
表－１ 検討材料一覧表 

製品名 製造元
① スーパークレイ ホージュン
② クニゲルＶ１ クニミネ工業
③ ベンゲルＡ ホージュン
④ ベンゲル ホージュン
⑤ クニピアＦ クニミネ工業
⑥ キャストボンド ホージュン
⑦ ベンゲルブライト11 ホージュン
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種類
普通
普通

微粒、高純度

検討に用いた材料を表－１に示す。通常のベントナ

イト材料のみでなく、精製された微粒ベントナイトや

改質ベントナイトも検討対象とした。溶媒として 4 種

類、分散剤についても 3 種類を設定し、これらの組み

合わせに対して網羅的にスラリー特性の把握を試みた。 

３．液性限界試験（JBAS-109-77） 

スラリー特性を把握するため、液性限界試験を実施

した。図－１に 3 つの溶媒（蒸留水、エタノール、塩

水）に対する液性限界試験結果について示す。 

これらより以下がわかった。 

 ① 高純度 Na 型微粒ベントナイトは液性限界が高い。 

 ② Ca 型ベントナイトは溶媒によらず液性限界が低い。 
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(a) 蒸留水の場合 

 ③ 分散剤は溶媒が蒸留水の場合に有効である。 

 ④ エタノール、塩水を溶媒とすると液性限界が低下す

るが、エタノールの場合はベントナイトの種類により

効果が異なる。（相性がある） 

 ⑤ 高純度 Na 型ベントナイトについては、エタノール

や塩水を溶媒とした場合に、蒸留水と比較して特に液

性限界の低減効果が大きい。 
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(c) 塩水（4wt%）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

100

200

300

400

500

600

ス
ー
パ
ー
ク
レ
イ

ク
ニ
ゲ
ル
V1

ベ
ン
ゲ
ル
A

ベ
ン
ゲ
ル

ク
ニ
ピ
ア
F

キ
ャ
ス
トボ

ン
ド

ベ
ン
ゲ
ル
ブ
ラ
イ
ト１
１

液
性

限
界

(

なし

ピロリン酸

トリポリリン酸

%) ヘキサメタリン酸

※ﾄﾘﾎﾟﾘﾘﾝ酸はｴﾀﾉｰﾙにほとんど溶解しない 

(b) エタノール（58wt%）の場合 
 図－１ 液性限界試験結果（溶媒：3種類） 
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実験にあたり、特に微粒ベントナイトの練り混ぜが難しく、液性限界試験結果のバラツキが大きかった。その

ため上記の知見はあくまでも定性的に評価した結果であることに注意が必要である。 

４．ブリージング試験（JSCE-F 522-1999） 

液性限界が比較的小さい材料の組み合わせに対して、コンクリートのブリージング試験方法を参考にして、ス

ラリーの材料分離特性を把握する目的で試験を実施した。ブリージングバックに材料を注入し、数日間の計測を

実施した結果得られた知見を以下に示す。（図－２、３） 
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（液固比=4:1） ① ベントナイトの種類ではクニゲルＶ１以外は比

較的ブリージングが小さい。 

② 溶媒の種類では、エタノール、炭酸プロピレンで

はブリージングが大きくなる。 

③ 分散剤の影響については、あまり認められない。 

④ ブリージングは長時間継続する。 

⑤ ブリージングの要因については明確にわからな

いが、ベントナイト粒度が大きい可能性がある。 
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 図－２ ブリージング試験結果の例 
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５．まとめと課題 

微粒ベントナイト材料のグラウト適性に着目した結

果、定性的ではあるが種々の知見が得られた。今後の

課題としては、①詳細な粘性特性の評価が必要である

こと、②スラリーの混練（攪拌）方法について検討す

る必要があること、③材料分離（ブリージング）の要

因について検討する必要があることであり、さらに材

料特性について詳細な把握を目指す予定である。 図－３ ブリージング量の経時変化例 
（クニゲルV1，液固比=4:1，分散剤なしの場合）
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